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元吉祥院浴場の活用に係る契約候補事業者の選定結果 

 

京都市では、元吉祥院浴場の活用に向け、公募型プロポーザル方式により契約候

補事業者の募集を行いました。 

この度、「元吉祥院浴場の活用に係る契約候補事業者選定委員会」（以下「選定委

員会」という。）における審議を経て、契約候補事業者を選定しました。 

 

１ 契約候補事業者 

株式会社ＲＩＺＥ 

 

２ 契約候補事業者の主な提案内容 

⑴  活用の考え方 

・ 自社の事務所（新社屋）として活用し、社屋の一部を地域住民の集いの場

としても利用できるようにするなど、地域コミュニティの活動をサポート 

・ 企業として地域のイベント等に積極的に参画するとともに、こどもたちの

安全確保にも寄与するなど、新社屋を基盤に地域に密着し、暮らしづくりの

お手伝いをする会社として、地域とともに発展を目指す。 

⑵ 計画概要 

１階：地域住民も利用可能な接客スペース、倉庫 

２階：事務所 

３階：事務所、地域住民も利用可能な会議室 

⑶ 買受希望価格 

７０，０００，０００円 

※ 市有財産売買契約書の中で、所有権移転から１０年間は申込時に提出した

活用計画に基づいた利用に供すること、１０年間の売買物件の買戻特約を設

定することを記載する予定です。 

 

３ 選定委員会における審査結果 

⑴ 選定委員（五十音順・敬称略、◎：委員長） 

◎井上 えり子（京都女子大学家政学部教授） 

佐藤 陽子 （公認会計士） 

田中 和志 （市民公募委員） 

野村 良博 （吉祥院自治連合会会長） 



⑵ 選定委員会における評価 

事業者の実績及び活用計画などについて審査した結果、契約候補事業者とし

て妥当であると評価されました。 

今後、選定委員会で出された意見を踏まえ、契約候補事業者において、本事

業がより良いものとなるよう更なる検討を行い、活用が進められる予定です。 

（選定委員会からの主な意見） 

・ 提案にあるとおり「地域とともに発展」という考え方を大事にし、地域

の様々な活動に積極的に参画し交流する中で、真の地域貢献を理解し、地

域とともに育っていく企業になっていくことを期待する。 

・ 企業としての事業の実現と地域のまちづくりへの貢献のバランスを図

りながら、地域と積極的に交流を行い、発展していってほしい。 

・ 地域の方々が不安にならないよう、安心・安全な工事により、地元が「立

派な建物ができた」と共に喜べるよう、地元に根付いた建物、そして、営

業方針により事業に取り組んでいただきたい。 

・ 解体工事の安全性も地域の大きな関心事の一つであり、工事が始まると

ころから地域との関係は始まっている。吉祥院地域にあるグループ会社に

は、工事中の相談窓口の役割を十分に果たしていただきたい。 

⑶ 審査結果 

契約候補事業者：株式会社ＲＩＺＥ 

評  価  点：８１．７５点／１００点 

※申込事業者は１社 

 

４ 今後の予定 

令和６年度中に、市有財産売買契約の締結を予定しています。 

 

 

  



 

（参考１）本物件の概要 

所在 京都市南区吉祥院這登東町４７番 

現況 建物付き 

位置 至 葛野大路九条 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積 ６１２．２５㎡（宅地） 

 

（参考２）選定の経過 

令和６年 ７月１７日 第１回選定委員会（募集要項に係る審議） 

      ７月２９日 募集要項の配布開始 

     １０月１６日 申込書類の受付開始（～１０月２５日） 

     １１月２７日 第２回選定委員会（提案内容の審査） 
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